


東金鳥瞰図
（昭和2年12月 松井天山氏写生）

板倉勝重 板倉重昌 板倉重矩

東金の領主：
板倉勝重は京都所司代であった。寛永元年4月29日（1624年6月14日）没。
板倉重昌は、その次男。島原の乱鎮圧にあたった。寛永15年1月1日（1638年2月14日）没。
重昌の息子・重矩は、老中や京都所司代を務め、寛文11年（1671年）幕府より上総山辺郡（千葉県東金市）の上宿・
谷・岩崎・新宿（＝辺田方村ともいう）・田間・豊成の二又地区を拝領（この地は後に陸奥福島藩の領地として明治の
廃藩置県まで福島藩・板倉主家が治めた）。
この「京都所司代」であった板倉家が領主を務めた流れ、徳川家康お手植え蜜柑などの流れから、関東では珍しい
東金市での柑橘系の京風お菓子、京都の街づくりを思わせる街の構図へと繋がっていったのではないか？という説
もある。

出典：Wikipedia

※「東金鳥瞰図」の二次利用は固く禁じます。




